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晩期 妊娠 中毒 症に於ける 血清蛋 白の

濾紙電気泳動法に よ る分 劃的研究

一一
特 に臨床所見 との 関連 に つ い て 一

On 　the　Paper −EleCtrophretic　Pai’tern　of 　Serum

Protein　in　late　Toxemia 　of 　Pregnancy
，
　speclally

　 on 　its　Relationship　to　the　Cli且 ica1　Feature
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助 手 山 本 健 三 郎 Ken 。aburo 　YAMAM 。TO

　　　　　　　 第 」．章　緒 　　言

　 晩期妊娠中毒症 に 於け る 」肯L清蛋 白 の 分劃的研究

は ，複雑な蛋 白代謝変 調 二「犬態 を解 明 す る 手掛 りと

して ， 極 めて興味深 い 事柄 と老 えられ る 。

　 此 の 問題 に 関 して は ，Friedbergi）
，
　 Levens2 ＞，

Pfau3）O ，本邦鍋倉
5），御子柴

6）
， 緒方27）

， そ の 他

既 に 数多 くの 報告が あ り， 火休 の 傾向は i認め られ

て 居 る が 未 だ統一
され た結論 を得 る に は 到達 して

居 な い ．

　 従来此 の 癒蛋 白分測 の 研 究 に は 主 と し て Tise−
1iUS の 電気泳動装置ボ広 く用 い られ て来 た が ， 近

時 拾頭 せ る濾紙 電気泳動法 は 装置及 び手技の 簡易

さ に於 て 遙か に 1撫髻を凌 ぐもの で あ り，Tise且ius

法 との 比 較検討更 に は そ れ の 代用 と して特 に 臨床

実 験の 方 面 に珍重 さ れ る様 に な つ て来 た η5）．

　 薯者 は か ね て よ り， 一ヒ記 の濾紙 電気泳動法 を産

婦人科領域 の 臨朿的諸問題 に応用 せ ん も の と検討

を加 えて来た が ， 本論文に於 て は 研尭 の 当初 に 当

つ て 行つ た 若 千 の 基礎実験 並 び に 晩期妊娠 中毒症

患 者の 」血浩蛋白分劃に 関 して 得 られ た知見 に つ い

て 発表す る．

　　第 2 章 濾紙電気泳動装 置 と手 技の 大要

　濾 紙 電 気 泳動法 は g 往時 よ リア ミ ノ 酸やそ の 他諸物 質

の 分離に 用 い られ た濾紙 分 配 ク ロ マ 1・グ ラ フ ィ
ーよ り出

発 し．こ れ に從来 の 電気泳 動 の 理論を 導入 した も の で，

即 ち濾紙 上 に 於 て 電気的に物 質 の 分 離 を 試み る法 で あ

る e 本法 は初め Wielan ．d9）

等に よ リア ミ ノ 酸 に っ い て

試み られ，そ の 後 Durrumlo ），　 Crem ∋ru
），　 Turba12 〕，

Grassmanni2 ）
， Kunke ！i4 〕

等多 くの 研 究者1こ よ り蛋白質

の 分離に 應用 さ れ ，そ の 他 諸種 有 機的無 機的混脅 物 の 6｝

離に 利用 さ れて 屋 る．

　 現在用 い られ て 居 る装置に は 種 々 の 型 が あるび，著者

は 自 ら水平式 装置 を作鑁使用 した 。本装置 の 構造概要 は

東洋理 化工業株式会祉製 K −1型 に類似ブ
．
る。

　 泳勤 ：F・捜 の 詳緞 に っ い て は省略す る が ，著者 ほ 自ELの

研 究 の 当初に ：当っ て 延8G囘 に 及 ぶ試獄泳 動 を行 い ，装置

の 構造 や 手技上 の 細 か い 点並び に泳動 1廉件等 を 儉討 し

た ．か s ろ 濾紙電気泳動法 に影響 を 及 ぼ づ
一
「欝條件：こ つ い

て は Grasstr）．anni5 ），森
L醒 淳が詳 し い 檢討を 行 っ て 柵

り，特に 蛋白質の 如 き不安定 な 物質の 汰 動 に は，適当な

る濾紙の 種類，緩衝液 の pH ，　trjく動 の 竜気的峰 件並 ξ丿：に 時 閣

等を 選雁 せ ねばならぬ 事 をま論を険た な い が ，そ の 他特に

著者の 気付い た処 を 概1咯す れば ， 泳動中に 於 け ろ装置内

の 温度，濕度の 状態等が密接に 関與 し， 從っ て 装置の 構

造 に特に注意 が必要で ，
こ の 点に関 し匡：「作 せ る装置に も

再 三 に わた り改良 が加 え ら れ た．亦1聰極 の 伏態，試料の

附け方 や 泳動後 の 乾燥法等手技 上 の 細 か い 点 に も厳重 な

考慮を要 す る と思わ れ る ．

　以 下 の 爽驗 に於 て ， 著者が選擁使用せ る濾紙 の種類 は

東洋濾紙 No ．51で，3 × 36c田大 の もの 劃 司時 4本平行憂

置 し，緩衝
：
液 は H 〔｝【ti，

・
］

の Veronal 緩爺ll夜 （PH ＝ 8．5，

μ
＝ O．045） を用 い た ．亦緩衝液 の 使用 囘数は 1 〕」1限 り

で反復使用 は 行わ なか つ た 。泳動條件は 次章の 基礎実驗

に二示 T
『
女1亅く， 　定 厨弖流 Og2〔｝mA ／em ，　8FI寺i

．
Ll耄±採用 し！ンセ．

泳動後 は直 ち に 水平保持 に て 80〜 100℃ の 急速乾燥 を

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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窪鼬 一98 院 期 妊娠 中 毒 症 に 於 け る 1丘L瀞蚕 氏 の 瓢 紙
厂

気 泳 勸 法 亭こ よ る チー 1的 棚 完 日 r』’帚阿，畠12卷 3．ナ

行 い ，B ．P．B ，蒙色 を施 した e か くして 得 られ た泳酌像

を，更 に 定畫 の 匚的の 爲に は デ ン シ トメ
ーターに て 分劃

曲線を1 か しめ s こ れを畢線広κ よ りプ ヲ ニ メーター蓬

使丹k
’
して 省分コ 1［L 亡摂l！定 した 。

　晦，．血溝結 岨 白正 は，日立蛋 白計を以て 測定 した．

　　　　　　　 第 3 彦　基礎実験

　江瓢 ニズ泳動法 が ， 血清蛋白質
t”

始め とす る蛋自混合

初 の 分劃法 と して 果 して どの 程度 の 贋但 を有す る か に っ

い て は eG ごass ・u
− 、v．／u）、Pfau4 ） IJが 丁 量selius 法 との

比 較檢討 に ょ り夕 亦 PIUckthun］’）
，
O ’［tEO） 首が結果の

イ、
：現 i生の 門越 に っ い て 夫々 大駄 を 行い ， 何 れも相当在度

の 價値 よ 認 め て 眉 る。

　ダ 者 は 更 に s 次の 実驗に よっ て こ れを楡討 した 。

　 1 ）泳功條件 の 工 乢 に よ る結果の 庭 い に 就 て ：

　卸 1表 は s 全 く阿
一

の 血宿弐料 査犬 六 別筒に異る 2 つ

の 條件，即 ちG。15m △ ／c］np　 12時問及び 0．20mA ！cm ， 8

「 面 t て 泳 励 し，得 られ た 分 劃値 を 比較 し た もの で ，
i，

ii，ii三，iv は 同駐に凱置
・
せ る 戞本 の 灑紙番号孔示 し ， 1 ，

亘 ， 皿 は珍 控 行 っ た泳動囘数番号で ，　 1 と］1と皿とで

は 夫々 異 っ た詮
い’
い 、用 い て 居 る． 一

見 して 明らか な妬

く冂
一

1条件 」一て 阪 寺に泳 動した 4本の源紙 に っ い て は夫

攻 大差ガ認め られ 次 い が ， 同一試料を上記 の 異る 翕條件

で 法動 した値 を比 較 す る と，前者の 條件の 場合の 方 が 後

者 に 比 して ア ル ブ ミ ン が 肓 1艮 一得られ て尼 る （第 1表 ）e

　 2 ）卩
一

係件丁 に於 ソ る結果 の 再現 1よに就て ：

　 1，」衰表 は e ｝司
…“

の J噌「 試料 を同
一

の 條件，即 ち 0。20m

Alc 皿s　 8 時Lu主以 て 別 箇に 泳 動 し，得 ら れ た 分 亘 」直ぜ

示 した もの で ， 1 ノ，パ ，1［ド は 何 れ も全 く同
一

の 試料を用

い て居 る。こ の 物 合に於 て も 同時 に泳動した u；本の L

紙 に っ い て 大 差オ 認 め られ な い の み な らず ， 別箇に泳負

し た 1 ’

，1．
f，照 を 較 べ て 見 て も ， こ の 程皮 の 再現性 を ，1

すれば凱埴上 差交え無い と 6え られ る （第 2 」こ）・

　以上 の 兩笑鳳 よ り 考 ．ズ す るに，　μ 者 は Tiselius ？u

と の比収欧討け 行わ な か っ た が，上
一
uTこ用 い た 武料 は 屈

れ も正 常人血 清 ご，胆 氏 の 文 1吠
訓 21 ，ゆ

に示 さ れた TIL −

lius 法或は 瓢紙法 に よ る正 ，ド入 漁 清 の値 に 合致せ ず ，

比較的 ア ル ブ ミ ン が低但で あ る。特 ヒ 後者 の 泳 動條件の

蛎合に は そ 尋レが 荘明 であ る s 斯 くの 娼 くヲTiselius 法

と異 る 値 が 得 られ た り，條 件 の 、こ巨．⊥ に よ つ て 違 う結秉

が得 られ る の で 1 よ， 執1。紙電気泳動法そ の もの の 債値が 「遷

題とな つ て 来 る｛．s ごあ る が s 畜者 は 分劃法や泳助條件 の

粗 一こ 、る こ の 稈罠 の 差 は 溢支 え無 い と考 え る ．何隈

な ら ば ， 現在蛋 自亘 墾 全 く純粹 に 分別す る 方 法 は 無 くe

從 つ て 或 る蛋自成 分 を
一・

辻雄造 を有す る分子 と して定・∴

ゴ
’
る の で は無 くて ，

一
定の 分劃 法 に よつ て 得 られ た成 分

と して k．：L して 馬 る か らで あ る．即 ち，Tiselius 法 む

よ っ て 分 け られ，⊂ ア ル ブ ミ ン と瀧紙法によっ て分け られ

た ア ル ゾ ミ ン とは別 々 に瓦義さ れ 疋 もの であ り ， 亦同 じ

濾紙法 に 於 て も，異 る泳 動諏件 に て 分 け られ た もの は鰍

臨 に は やは り別 k に 定叙され て 居 る と見雌 し得るの で ω

る。さ れ ぱ，賑 紙法 の 同
一條件下にて 泳動 した 成漫力 jlc

記の如
∫

苒玖肚を イ∫す るの であ れ ば s こ れ 1叺立派 に蛋 自

分副法 とし て の tT．値 を 有す る の であっ て ， 凱駿戊紅 可 関

す る 考壬療 ヒ行 うザ 合に ， 方法 x
）
條件の異る他の 研究” の
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昭 X「［35左i三 2 月　l　l…斈
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墜崖霧i引：li曙陰11
　　　註 ： 数 僑 は 各分 劃 の 相対酌比 率％ を 示 す

鰍 に 示 さ れ た数値 との 畷 檢隷 ま全 憮 鮴 で あ る 事

を忘 れ て は な ら な い ．

　　第 2 麦 　同
一・

条 件 下 に 於 け る 結 果 の 再 現性

　　　　　　に ．関 す る 基 礎
』
実 験 成 績
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　　　　　　　　　 第 3 表

丁・覊
一’

ヲ

 
・ ジ

　　　7．09 簗｛1．．＿「一望
・8 （3・D°）．L

　　 43．4　（3．30）

山　本 381 − 99

　縮 は 轍 の 実驗に 於 り
’
る 泳動 ピ齢 綻 め る爲 に ， 種

噸 骸 変 えて 泳 動駈 つ て 見た が ，結局髄 に 於け る

後者 の 條件0・20mAic 皿 ，8 黯…

問 の 場合 が 各分劃 を 最も
明瞭 に 分 劉 し得 る の で，此 の 條件を採用 す る事とした 、

　木條件に よ り， 以後の 実驗 の 対照 に 供 す る爲，非妊娠
蕉 常婦人並 び に 妊飯 10カ 月 正 常婦人 各20例宛の 血清蛋 自
を泳動 レ 賊 績 は 第 織 及備 4灘 。磁 眠 で あ る

　（第 8，4 表）．

　　　　 第 塵章　症 例 ， 試料 ， 実験 方法

　症例 は何れ も1957年 1 〜・e月 の 閥 に 当院産科外来 を 訪

れ硬 療 し域 畝 院治撫 要 し剞 免；班 娠暢 症儲
中 よ り・次 の 條件の 下に 選雌 した 。即 ち，
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ある（ 9 齟 5表 ）， 　試料 は可及
的
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ア ル ブミンの減 少 と W 一 グ ロブ ； ン増加の傾向か認められる． 　

・々 の 症例に っい て は，憂 5 表 と第 春友 とを 種粛の角

x よ り 儉 計して 見 て，この中
ブ症 旦 ： ∫1 こ ，丿 勉 ナ る

血 ギ1 ，蛋白分 劃の変1匕の程
艮ご臨 床 所 見の 軽重と の 闘 辻ま

善認 め られ欺 い
，

亦

中
，症駕 中 ， β一グ ロ ブリンの 増 加 ナ る

の（症 倒［ V 淵淑，K，19 ） ，γ・・グ ロ ブリン の増 加ナ る もの

（淀例 工 ，XW ）も 一「 「1侭 ヒ見られ， 或」ノ

， 　床的には
定型

自」な痘黙亡亅．ls え乍ク血1 トコ所見頑。： 全 く

　
妊
婦 と 変 化 の 無いも のも 数 例   ら ： しる（症 倒且，VD 。

Blecl ｛ 2s 〕 ｝ ま 晩 期廴 蕨中　症 t 血 滴 ＿．自分 ． 」 ，ノ
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38楽一102 晩期 妊娠 巾 毒 ：止 　於 け る 1血清 弖、エ自 の 徳 紙 電 λ 泳 ］
’
　Tj法 に よ る 分 江．，　Lド研 究 員亅酋

尸
女i∫誌 12卷 3 号

・

とp β一グ ロ ブ リ ン の 増量 が 打似的な β
一
把 と に区別 して 督

’
」　， 亦 Frl磁 berg　

l
名は a 一β一グ ロ ブ リン の 増加 す る

NephrGse 型 と 7一グ ロ ブ リン の 噌：，liす る 琶 cpat   e　tg一

に 分類 して 浮る。一・
方 Pfau ⇔

は，．庸清所見 とLI床丿？
，
「見

との間こ し珂 手の 関1£ も認め ら暑tず，兩者間 に か S る qi

純 な ド孫 を糸1−1諭す る事 まf了Lt ぎで 5 る と池 べ て 眸 る。

　 6煮
d’

　1
．
ヨの 実驗戊績 。、り，

Bleck や Friedberg 等

の 凾 み に は 蚕成し冠 くs こ の 点 は Pfau の 7 見に 回感

である。モ して，妊娠 LP 毒症が極 や て復 喉 な る種 腐 の 岳「

床的ポ浬 是 と りs そ の 木急に関 レて は古来 よ り
‘‘
学説 の

疾患
17

こ孵 し得る程揃汐 数 の 云rl議 が 交 さ れ て 雪 る 手人 t

考ん るL ，こ の 血 清所見と臣床所見と の 開江 一論ず る に

昌っ て ：島　臨に釧倉
〕
が 右千試みて 居 る如 くに 病理学的

分類に 基 い て の 櫨討を 要す る と思 O れ ， 徴、よ班 グ WTゾ リ

ン 増減 に BU感を予 謀 し得る LiPQprotein ，　Glycoprot 虚 n

『煮種抗俸の 動氤 二 つ い て も，更 に っ き進ん で 詳細 な 機

素ガ必要と考 えられ る e

　　　　　　　 第 6 章 　結 　 　論

　以 下，71研 究に 関 す る系
「
論を述 べ れ ば，

　 1） 潴紙 喧気泳動法 は ，．鹸 胃蛋 H 質をは じめ と

す る弐 白混含物 の分劃法 と して価値 が あ る ．但

し， 鴇 に 同
一
条件下に て泳動 を行 わ ね ばな らず ，

亦泳動手抜 に 関 して は細か い 注 意が必頁で あ る．

プ法 や条件 の異る他の 研究 者に よつ て 示 され た数

fr瑳 の 北 較検 討 は無意味で ある。

　2）　一・般に 妊娠時 こは非妊痔 に較 べ て総蛋 白里

及 び ア ル ブ ミ ン が減少 し グ ｝1 ブ リ ン が増加 す る

が ， 暁蛎妊娠 中識lr 寺に は 更に 将な 白量及 び ア ル

ブ ミ ン の 減少 とα 一グ ロ ブ リγ 増加 の 傾向が 認 め ら

れ る ．撚 し佃 々 の 疵例に つ い て は ， β一
：乂は 7一グ

ロ ブ リ ン の 増加する も の や ， 正 常妊婦 と全 く変 化

の 焦 ψ もの も
一

部 に見 られ る 。

　3）　 乙 の 晩期妊娠中直庄膏に於け る．巾呱浩蛋白分

物 の 変 化 の 秤度 と臨床所見 の 軽孟 と の 同に は ， 何

奚｝；の 関連 も認 め られな い v ．血清所見 と歸床所見 と

の 関 連 を論ず る に は ，更 に 鮭 方面 よ りの 広 範詳撫、

な．検討が必 嘆で あ る．

　張 1 に 当 り h 憲 匚「明脂 ゴ文じ〜の 」11指 難御 レ、し」と f 教 主 蛋

久
位の 御 「力 を i末 副 す る ．

　オ   文 の 要 曁 t ，穹15回 ， 第着 口．1「∬ 漸 吐  
・人 科学 ‘

1・：二於
’
（

外

　／　し 直二　（Il〒131。　γ日　rtJ
「，　IT尸32。　5 。　26）．
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